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令和５年度 １１月学校評価アンケート結果のお知らせ 

 

 立春の候、保護者の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。１１月に行いましたアンケートへ

のご協力ありがとうございました。結果を集計いたしましたので、児童のアンケート結果とともにお知らせ

いたします。遠足・宿泊体験学習、日課表、「キントーン」についてのご意見を多数いただきました。いただ

いた意見をもとに以下のように取り組んでまいります。 

 

保護者学校評価アンケート結果【回答数２７５名】 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者アンケート（自由記述を含む）の結果をふまえ、今後本校で取り組んでいくこと 

★「キントーン」について、導入して便利になったとのご意見を多数いただきました。来年度途中より横浜市

教育委員会導入の「すぐーる」も併用していく予定です。詳細は、来年度お知らせいたします。 

★遠足・集団宿泊学習 

 →時期・内容についてのご意見を多数いただきました。来年度の計画の際、いただいたご意見を参考にさせ

ていただきます。 

★日課表・４０分授業・休み時間 

 →こちらについてもご意見を多数いただきました。いただいたご意見を参考に月１～２回程度昼休みを設

定し、子どもたち同士が関わることができる時間を増やします。また、トイレ・水分補給休憩については、

適宜取るよういたします。ただし、以下の観点を鑑み、日課表は今年度と同様のものを実施していきます。 

  ・1～３校時（１２０分）、４～５校時（８０分）、勝田タイム～６校時（６０分）の枠の中で学習内容、

学習活動に合わせ教師が多様な学習形態をデザインすることができ、それが、児童の主体的な学びの創

造につながる。 

  ・夏休み明けより新校舎での生活が始まるので、学校生活の変化を少なくし、児童の心の安定を図る。 



令和５年度 児童アンケート結果 

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月の結果と数値に大きな変化は見られませんでした。 

★学校、授業についての質問について 

 本年度、日課表や環境が変化した中で、学校が「とても楽しい」「楽しい」や授業が「よくわかる」「わかる」と 

９割が回答しています。児童が充実した学校生活を送ることができていると考えられます。 

★４０分授業については、前回同様８割の児童が好意的に受け止めています。単に授業時間が短くなったことでは 

なく、集中して学習に臨めることが良いと考えられます。 

★校庭が使えない環境が令和７年度末まで続きます。３割の児童が、休み時間に友だちと体を動かして遊べたかに 

ついて満足を感じていません。限られたスペースを使って、休み時間に安全に過ごせる新たな遊びが定着し、よ 

り多くの児童が充実した学校生活を送れるよう努めていきます。 


